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図１ 処理に対するリンの形態の変化 図２ 協力企業での実証試験の様子
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めっき処理業者にとって、めっき廃液の

保管や処理費用のコストは負担であり、簡

易で低コストな処理技術が求められていま

す。一方で、太陽光発電などの再生可能エ

ネルギー分野では、電力買取量の制限や買

取価格の低下に伴い、余剰の電力を自家利

用する技術の開発が望まれています。 

 

ました。○○○○○○

      

太陽熱と太陽光発電を用いためっき廃液

からのニッケルとリンの回収及びめっき廃

液の減量化技術の開発に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太陽熱により、めっき廃液の加温と対流

による反応室内の液の入れ替えを起こすこ

とで、ニッケル析出を高速化できました。 

太陽電池と電極の大型化により処理容量

が増加し、高速かつ連続での処理が可能と

なりました。 

処理が困難な廃液中の次亜リン酸を通電

によって酸化させ、安価に処理できる亜リ

ン酸及び正リン酸の形態に変化させること

ができました。 

これらの結果をもとに試作処理槽を作製

し、協力企業で実証試験した結果、廃液中

のニッケルを 75％以上回収できました。 
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・「太陽光利用めっき廃液処理システムの実用化研究」 
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